
 精神科デイケア

は精神疾患で通

院中の方が再発

予防や就労、復職、

復学など社会参

加を目的として

利用する通所形式のリハビリテーションで、集

団での活動を中心としたリハビリテーションプ

ログラム（以下プログラム）を実施しています。

プログラムには、精神疾患やストレスへの対処

法を学ぶ学習プログラム、社会参加に向けた体

力づくりプログラム、作業能力や集中力向上を

目指した創作・作業プログラムなどがあります。

しかしこれらのプログラムはグループで取り組

むため、昨年からの新型コロナウイルス感染症

対策のために見直しが必要となりました。デイ

ケア内で「感染しない・させない」ために、多

くの施設が様々な対策を実施しています。ここ 

 

 
 
 
 
 

では埼玉県立精神保健福祉センター（以下精神 
保健福祉センター）デイケアや県内の他デイケ

アでの取り組みについてご紹介します。 

１ 精神保健福祉センターデイケアの取り組み 

 精神保健福祉センターのデイケアは、平成２

年に誕生しました。利用期限を設けた『通過型』

『治療訓練型』のデイケアであり、現在は社会

参加コースと復職支援コースの２コースがあり

ます。社会参加コースは２年まで、復職支援コ

ースは１年までの利用期限で各々の目標に向け

てリハビリテーションに取り組みます。陶芸や

革細工、七宝焼などの創作プログラムやパソコ

ンプログラム、音楽、スポーツ、学習プログラ

ムなど様々なプログラムが用意されています。 
＜取り組み①消毒・換気・検温・健康観察＞ 

 消毒や換気、検温を基本とし、利用者には手

洗いの徹底やマスク着用の意義等について日々

アナウンスし、注意喚起をしています。発熱な 
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ど風邪症状がありデイケアを休んだ利用者には 
復帰できる状態の目安を提示し、その間は連絡

を取り合うことでスムーズに再開できるよう支

援しています。 
 

 

＜取り組み②プログラム室レイアウトの変更＞ 

 机や椅子の配置を変更し、対面を避けて着席

するようにしました。机と机の間隔を空け、隣

席との距離をとるために二人掛けではなく一人

掛けにすることとしました。 
＜取り組み③各部屋に人数制限を設ける＞ 

 作業系プログラムや音楽活動を行う部屋では

従来、プログラムへの参加人数を制限すること

なく使用していましたが、「３密」を避けるため

部屋ごとに人数制限を設けました。プログラム

開始前に毎回参加人数を確認し、調整を行いま

す。 
＜取り組み④プログラム内容の見直し＞ 

 令和２年４月に緊急事態宣言が出された直後

から集団でのプログラムを中止し、個人で活動

できるプログラムを新たに設けました。緊急事

態宣言解除後は徐々に集団でのプログラムを再

開し、事前申し込み制や少人数で実施可能なも

のへと変更するなどして実施しています。例え

ば、学習系プログラムでは事前申し込み制とし 

 
 
 
 
 
 

 
予め人数を把握した上で、参加希望人数に応じ 
て実施する部屋を調整しました。スポーツプロ

グラムではソフトバレーボールやバスケットボ

ールなど密接が生じるような種目を中止し、利

用者同士が一定の距離を取ることができる卓球

などの種目に変更しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
毒 

プログラム開始前にデイケア施設内の机、椅子、ドアノブ、電気のスイッチなどを消毒。 
昼食後、再度机の消毒。 
プログラムで使用した物品は使用後に毎回消毒。 
施設内に手指消毒剤を複数設置し、手指消毒をするよう利用者にアナウンス。 

換
気 

プログラムを実施している部屋は常に窓を開けたり、換気システムを常に使用して換

気。 

検
温 

利用者には自宅で検温してから来所するようアナウンス。来所時に検温。 
３７度以上の発熱がある場合は帰宅とし、その後健康観察を実施。 

健
康
観
察 

発熱等の風邪症状がありデイケアを休んだ場合の復帰の目安を掲示。 
発熱等の風邪症状があり休む場合はデイケアに電話連絡をするよう利用者にお願い。連

絡時に体温や症状等を聞き取って記録。 

kobaton 
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デイケア入口に 

看板を設置 

埼玉県精神保健福祉協会ニュース「やすらぎ」第 70 号 2021 年３月（2）



 

２ 県内の他デイケアでの取り組み 

 県内の他デイケアでもコロナ禍のなかで安全

にプログラムを運営するために様々な工夫をし

ています。さいたまデイケアネットワークのWEB

による例会でネットワーク所属デイケア施設で

の取り組みを報告していただきました。 

 「手洗いや手指消毒を徹底」「プログラム後や

デイケア終了後に消毒を実施」「使用物品の消毒」

「フェイスガードの着用」などの報告があり、

２時間おきに消毒を実施しているデイケアもあ

りました。また風邪症状などで受診した場合の

再開の目安や PCR 検査を受けたとき、濃厚接触

者になった場合の対応についても報告がありま

した。 

 「個別で活動できるものに変更」「調理プログ

ラムを中止し、作業系プログラムを充実させた」 

 

 

 

 

 

１ SSFA 埼玉ソーシャルフットボール協会に 

 ついて 

SSFA は 2008 年から活動を始め、埼玉県の精神

障がい者フットサル活動の企画運営を行なって

いる協会です。フットサル活動の振興を通して、

精神障がい者の健康の増進、生活の質の向上、

社会参加の促進を目指すために発足した任意団

体です。 

具体的には、 

・埼玉県精神障がい者フットサルリーグ（Sリ

ーグ）の開催 

・全国大会や関東大会に出場するための選抜チ

ーム「埼玉 CAMPIONE」のチーム運営 

・各チームや機関が実施する活動の運営協力 

等の活動を行っています。 

 

「外出プログラムをやめた」「対面を避けるため

円卓をやめた」などの報告がありました。 

３ おわりに 

 精神科デイケアは、就労、復職や復学など社

会参加を目指す方々にとって、決して「不要不

急」ではない大切な場所です。新型コロナウイ

ルス感染症が拡大してきたことで、デイケア利

用を自粛する方もいらっしゃいましたが、各施

設のスタッフはリハビリテーションが途切れぬ

よう支援を続けてきました。中止せざるを得な

いプログラムもありましたが、感染対策を徹底

した上でプログラムの見直しや新規プログラム

の導入等の工夫を重ねながらデイケア運営を継

続させています。 

 最後に、当執筆にご協力いただいたさいたま

デイケアネットワークの皆さまに厚く御礼申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今年度の SSFA の活動について 

 2020 年 4 月 7日、7都道府県に緊急事態宣言

が発令され、同 16 日には対象が全国に拡大され

未曾有の事態となりました。今年度の当協会の

活動は、前例のないこの状況にどうしたらよい

か悩むことの連続でした。特に、集団でソーシ

ャルディスタンスを保つこともできず、接触プ

レーを避けられないフットサルという競技をど

うやったら感染症対策をしながら行えるのか、

手探りで方法を模索していました。 

 今まで対面で行っていた月 1回の運営委員の

会議も、4月以降全て

zoomを使った WEB会議

に切り替え、スタッフ

や選手全員で知恵を絞

特集② 「精神障害者フットサル大会の取り組み」
 

                    

 埼玉ソーシャルフットボール協会
（事務局 小木曽 佑介）
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（（１１））消消毒毒やや体体調調管管理理ななどどににつついいてて 

（（２２））ココロロナナ禍禍ででププロロググララムムをを運運営営すするるたためめのの

工工夫夫 
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り検討を重ねていました。 

 そんな中、緊急事態宣言が解除され、長い自

粛に疲れてしまった皆さんに楽しんでもらえる

よう、7月にフットサル交流会を企画していま

した。しかし直前の感染者増加にともない、苦

渋の決断でしたが中止の判断といたしました。

やっとみんなで集まれると期待してくれてい

た、参加予定の皆様に申し訳ない気持ちと、運

営として悔しい気持ちでしたが、参加者の安全

を考え実施を見送ることとしました。 

 

３ S リーグ 2020 の開催まで 

 当協会では、1 年を通して「精神障がい者フ

ットサルを楽しめる環境を作りたい」という思

いから、年間リーグ戦「埼玉県精神障がい者フ

ットサルリーグ」、通称「S リーグ」を 2010 年

から毎年開催しています。中止とした 7月の交

流会の実施方法を踏まえ、感染症対策に力を入

れるなど、どうしたら Sリーグを開催できるか

について話し合いをしてきました。 

 その結果、今シーズンの S リーグのスローガ

ンを「参加者全員で作り盛り上げていく 」に定

め、例年よりも縮小した全 2 日程で開催しまし

た（第 1日程：10/31 春日部市市民体育館、第 2

日程：11/28 ウィングハット春日部）。 

 大会実施にあたっては大きく以下の３つの感

染症予防対策を行いました。 

①独自の感染症対策マニュアルの作成 

大会前、大会当日、試合中、大会後の全ての動

きをフローチャートにまとめ、「S リーグ 2020

シーズン感染症対策マニュアル」として事前共

有しました。チーム代表者を感染症対策責任者

とし、チームで大会当日までに体調不良者が出

た場合に大会責任者への連絡や参加可否の相談

などの役割を担っていただきました。そして、

大会 2週間前から当日参加する選手、スタッフ

全員に検温・体調チェックシートを配布し、大

会まで毎日記入してもらい、持参してもらいま

した。大会終了後 2 週間以内に熱発等の体調不

良者が出た場合の対応についても周知し、大会

責任者に連絡する体制をとりました。 

②大会形式の変更 

例年 3～4日程で行なっている Sリーグですが、

密になるのを防ぐため、試合数を見直し、今年

は 2日程、午前と午後の部に分けて実施しまし

た。通常はコートも両面 2 コート同時で試合を

しておりましたが、試合は 1コートのみ、もう

1コートはアップ用のコートとし、アップ中は

マスク着用としました。試合時間も通常 10 分ハ

ーフ１試合 20 分で実施していましたが、7分ハ

ーフ１試合 14 分に変更しました。その分ハーフ

タイムを長めにとり、手洗い・うがい・消毒を

する時間をとりました。 

③LIVE 中継の活用 

今回 Sリーグへの参加を自粛された皆様や会場

での応援を控えた方々にも、試合を観ていただ

けるよう、Youtube Live を利用し、試合の Live

配信を行いました。自宅などから試合の空気感

や熱気を少しでも感じていただけたかと思いま

す。初の試みということもあり、一部配信が止

まってしまった場面もありましたが、今後の課

題として生かしていきたいと思います。 

 

４ 大会当日の様子 

 例年と違うことも多く、参加者の皆様は戸惑

いも多かったと思います。午前午後の 2部に分

けて実施したためいつもより人数も少なく感

じ、全チームが一同に集まることのできない寂

しさはありましたが、一度試合が始まれば、こ
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①独自の感染症対策マニュアルの作成

　大会前、大会当日、試合中、大会後の全ての
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とし、チームで大会当日までに体調不良者が出
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した。大会終了後 2 週間以内に熱発等の体調不

良者が出た場合の対応についても周知し、大会

責任者に連絡する体制をとりました。

②大会形式の変更

　例年3～4日程で行なっているSリーグですが、

密になるのを防ぐため、試合数を見直し、今年

は2日程、午前と午後の部に分けて実施しました。

通常はコートも両面 2 コート同時で試合をして

おりましたが、試合は 1コートのみ、もう 1コー

トはアップ用のコートとし、アップ中はマスク

着用としました。試合時間も通常 10 分ハーフ１

試合 20 分で実施していましたが、7 分ハーフ１

試合 14 分に変更しました。その分ハーフタイム

を長めにとり、手洗い・うがい・消毒をする時

間をとりました。

③ LIVE 中継の活用

　今回 S リーグへの参加を自粛された皆様や会

場での応援を控えた方々にも、試合を観ていた

だけるよう、YouTube Live を利用し、試合の

Live 配信を行いました。自宅などから試合の空

気感や熱気を少しでも感じていただけたかと思

います。初の試みということもあり、一部配信

が止まってしまった場面もありましたが、今後

の課題として生かしていきたいと思います。

４　大会当日の様子４　大会当日の様子

　例年と違うことも多く、参加者の皆様は戸惑

いも多かったと思います。午前午後の 2 部に分

けて実施したためいつもより人数も少なく感じ、

全チームが一同に集まることのできない寂しさ

はありましたが、一度試合が始まれば、これま
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特集③ 「埼玉県障害者スポーツ協会の取り組みについて」
                        一般社団法人 埼玉県障害者スポーツ協会

（事務局 青葉 辰美）
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れまでの鬱憤を晴らすような白熱した試合が繰

り広げられていました。そんな白熱する試合の

中で、肘でのハイタッチがなんとも今年らしい

ひとコマでした。選手からも「こんな状況でも、

集まって大会ができてよかった」という開催を

喜ぶ言葉やスタッフを労う声を多数いただき、

改めて大会を行ってよかったと感じました。大

会終了 2 週間経過後も体調不良者の連絡もな

く、無事に S リーグ 2020 を終えることができま

した。 

５ おわりに 

 コロナ禍での開催となり、厳しい状況に頭を

悩ませることも多々ありました。安全のみを考

えるならば、大会は中止とすることが最善だっ

たとも思います。しかし、こんな時だからこそ、

今私たちに何ができるのかを考え大会を開催す

ることといたしました。自粛に疲れ、親しい仲

間や友人にも気軽に会えず、外出するにも気兼

ねしてしまう。終わりの見えない不安に疲弊し

きってしまっていた当事者の方が、多くいらっ

しゃったのではないか思います。そんな人達に

も、安全にフットサルを楽しみ、久々に仲間に

会える機会を提供することは、当協会の活動意

義に関わる重要な役割でした。 

今回大会を実施することができ、選手達が仲間

との再会を喜びイキイキとプレーする姿を見

て、当協会の活動が「精神障害をもつ方々がフ

ットサルを通じて人と繋がり、社会と繋がる」 

 

１ はじめに 

 埼玉県障害者スポーツ協会では、彩の国ふれ

あいピック春季大会・秋季大会・球技大会や全

国障害者スポーツ大会への選手派遣、東京オリ

ンピックパラリンピックに向けた、選手育成（パ

ラドリームアスリート支援事業）・競技団体の 

ための活動であると強く再認識する機会となり

ました。 

 そして何より選手と関係者のご協力には心か

ら感謝しています。運営スタッフがどれだけ感

染対策を考えても、それを実行してくれなけれ

ば何の意味もありません。開催にあたって、大

会の 2 週間前から毎日検温や体調チェック、大

会中の手洗いうがいや手指消毒等、選手の皆様

にお願いすることも多く、負担が大きかったと

思います。しかし、それでもこの大会に参加し、

マニュアルに沿った行動をしてくださったの

は、参加者 1 人 1 人が当協会と一緒になって活

動を作り上げているという意識を持って参加し

てくれているのだと感じました。 

 困難な状況は今後もまだ続くと思われます。

ですが、これからも選手や応援してくださる皆

様と一緒に考え、乗り越えていけるように活動

を盛り上げていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎支援のほか、自主事業として、ふれあいボ

ッチャ大会・ふれあいティーボール大会・ふれ

あい４面卓球バレー大会・ふれあい登山などを

実施しています。ほかには指導者養成講習会や

各市町村・学校等の依頼により地域コーディネ

ート事業を行っています。 
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て大会ができてよかった」という開催を喜ぶ言
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悩ませることも多々ありました。安全のみを考

えるならば、大会は中止とすることが最善だっ

たとも思います。しかし、こんな時だからこそ、

今私たちに何ができるのかを考え大会を開催す

ることといたしました。自粛に疲れ、親しい仲

間や友人にも気軽に会えず、外出するにも気兼
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間との再会を喜びイキイキとプレーする姿を見

て、当協会の活動が「精神障害をもつ方々がフッ

トサルを通じて人と繋がり、社会と繋がる」た
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国障害者スポーツ大会への選手派遣、東京オリ

ンピックパラリンピックに向けた、選手育成（パ
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めの活動であると強く再認識する機会となりま

した。

　そして何より選手と関係者のご協力には心か

ら感謝しています。運営スタッフがどれだけ感

染対策を考えても、それを実行してくれなけれ

ば何の意味もありません。開催にあたって、大

会の 2 週間前から毎日検温や体調チェック、大

会中の手洗いうがいや手指消毒等、選手の皆様

にお願いすることも多く、負担が大きかったと

思います。しかし、それでもこの大会に参加し、

マニュアルに沿った行動をしてくださったのは、

参加者 1 人 1 人が当協会と一緒になって活動を

作り上げているという意識を持って参加してく

れているのだと感じました。

　困難な状況は今後もまだ続くと思われます。

ですが、これからも選手や応援してくださる皆

様と一緒に考え、乗り越えていけるように活動

を盛り上げていきたいと思います。
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　ふれあいピック春季大会は、陸上・フライン

グディスク・卓球（ＳＴＴ含む）・水泳・ボウリ

ング・アーチェリー、令和３年度からボッチャ

の個人７競技で全国障害者スポーツ大会の予選

会を兼ねた競技性を重視した大会として、また、

各競技に興味を持った人が自由に参加できる大

会として実施しています。

２　ほとんどの競技が中止に２　ほとんどの競技が中止に

　令和２年度は、残念ながら緊急事態宣言のた

め、ほとんどの競技が中止になりました。

　ふれあいピック秋季大会は、春の大会とは趣

を変え、誰もが参加でき楽しめる大会として開

催しています。この大会も新型コロナウイルス

感染が危惧されたため中止となりました。ふれ

あいピック球技大会は、翌年度の全国障害者ス

ポーツ大会関東ブロック大会の代表選手選考会

を兼ねた試合として実施しています。

　令和２年度代表選手選考は前年に行っていた

ため、関東ブロック予選の準備をしていたとこ

ろですが、こちらも中止となってしまいました。

今年度、鹿児島県で予定されていた全国障害者

スポーツ大会は、前年の茨城大会（台風により

急遽中止）に次いで２年連続での中止となりま

した。

　自主事業の、地域コーディネート事業も、市

町村、学校のスポーツ活動自粛の余波を受けほ

とんどが中止となりました。

３　実施した競技など３　実施した競技など

　そんな中、ふれあいピック球技大会の先陣を

切って、１１月１日（日）に実施したふれあいピッ

クフットベースボール大会は、今年度初めての

大会開催となり、感染予防対策がどこまででき

るのか、また、どこまで行わなければならない

のか、参加チームはあるのかなど色々と考えな

がらも募集に踏み切りました。結果は、参加希

望チームも例年と同じくらいの申し込みがあり、

コロナ対策を毎度見直し、実施となりました。

　当日は、受付時の検温であったり、体調管理

シートの確認であったり、戸惑うことが多く、

観覧希望者を制限したにもかかわらず、例年の

ように何事もなかったように来場される方の対

応など、てんてこ舞いとなってしまいました。

　試合の進行は、埼玉県ソフトボール協会県北

支部の皆さんの協力を得て無事終了することが

できましたが、問題点は、いくつかありました。

試合中の選手および監督の、大声での応援やい

いプレーをした時のハイタッチなど、夢中にな

るとついつい出てしまうのかもしれませんが、

やはり感染リスクを考え、心を鬼にして注意を

促すなど、次回大会へのいい教訓となりました。

　１１月８日（日）に実施したふれあい登山は、

春に予定していた飯能市近郊の龍崖山へ。当初

予定していた行程から、時間や距離など大幅な

変更を行い実施することとなりました。実施に

向け、日本山岳会埼玉支部の皆さんが、自分達

の活動を自粛している中、何回も下見をしてい

ただき、駅での集合場所や行程での人の流れ及

び昼食時のソーシャルディスタンスや、記念撮

影の場所等について、緻密に計画を立てていた

だいたことにより実施にこぎつけることができ

ました。

　ふれあい登山の反省点は、時間やルートを初

心者向けにしたにもかかわらず、新型コロナウ

イルスの影響をうけ、本人は歩けると思ってい

た？のが、長期の自粛期間により足がなまって

いて、思ったように歩くことができない人が出

てきたことです。これは、スポーツ大会におい

ても考えなければならないことです。練習が満

足に出来ていないにもかかわらず、大会となる

といつもどおりに頑張ってしまい、ケガや思わ

ぬアクシデントになってしまうことです。

　その他の競技では、時期的なことや屋内での

競技のため参加者の安全を担保することが難し

く実施を見合わせました。

４　スポーツには人を笑顔にする力４　スポーツには人を笑顔にする力

　　　　　　　　　　元気づける力がある　　　　　　　　　　元気づける力がある

　プリンセスクルーズ船の記事が報道されてか

らは、今まで大会に参加し、大きな声を出し、コー

トを駆け回り、感動し、また嘆いたりしてい

たのが、ある日突然…隣の人との会話や食事会
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や外出（旅行も含む）など（スポーツ大会にお

いても然り）今までの日常がことごとく否定さ

れ…人々は、ストレスの発散する場所を見つけ

るのも難しく、ただただ嵐が過ぎるのを待つば

かりとなってしまいました。 
スポーツ協会の中でも、当面活動を“自粛”

し、世の中（スポーツ界）の状況を見てからで

も遅くないのでは、との意見も出ました。 
そんな中、スポーツには、『人々を笑顔にする

力・元気づける力がある。』と、新型コロナウイ

ルスの予防や感染防止対策を考え、今スポーツ

協会で何ができるのか、また、スポーツができ

ない現状の中、みんなは何を望んでいるのか…

考えても回答は出ず、更なる深みにはまり、堂々

巡りの中、しばらくの間は何もしないで嵐の過

ぎるのを待ち、おとなしくしていれば誰にも迷

惑がかからず、ほかの人からも責められること

もないしと、ついつい消極的思考に陥ってしま

ったこともありました。 
５ 感染予防・感染拡大防止の 

         マニュアルづくり 

この協会で働きだしてから、大会参加者の感

動や笑顔を見てしまっていたので、職員一同た

だ指をくわえて嵐が去るのを待つことができな

くなっていました。そこから担当職員の、新型

コロナウイルス感染予防・拡大防止のマニュア

ルの作成が始まりました。国や県、各スポーツ

団体の資料を集め、原案を作成し、協会内で丁々

発止と議論を重ねましたが、ほとんど担当任せ

になってしまいました。（猛省） 
自分では作成してもいないくせに、意見だけ

は人並み以上に出します。これで大会開催に協

力してくれる競技団体が納得してくれるか、漏

れはないかなど… 
このやり取りの中でも、個人個人の意見の違

いや、実施方法についての食い違いなど、協会

内で、もめにもめ、協会内の秩序と、人間関係

が…崩壊寸前？にまでなりました。 
６ おわりに 

現在令和３年度に実施を予定している、ふれ

あいピック春季大会の実施について、県・さい

たま市・実施競技団体とどのように行えば、感

染リスクを最小限に抑えることができるのか、

この時期に実施してよいものなのか、実施する

場合どこに焦点を当て、参加者の意に沿うよう

な大会にできるのか等々、議論に議論を重ね、

現時点で、障害者スポーツ協会としてできる最

善を尽くして実施に向け進んで行くしかないと、

ようやく職員一同の意見が一致し、開催に向け

準備を進めています。  
 以上、ご拝読ありがとうございました。機会

があればぜひふれあいピックに参加してみませ

んか。楽しいこと請け合いです。 
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印刷会社にイラスト依頼 

埼玉県マスコット「コバトン」
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【お知らせ】 ♬「ココロのあおぞら音楽祭オンライン」企画中♬

 

 
 
                                            
                       

【事業報告】令和２年度第１回こころの健康講座
「生きづらさへの気づきと支援 ～嵐山学園の実践をとおして～」を開催しました

公益社団法人埼玉県精神保健福祉協会　事務局
 

【会場開催の様子】
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【ＷＥＢ配信】

 

　今年の１１月に第６回目を迎える予定だった「ココ

ロのあおぞら音楽祭」は、新型コロナウイルス感染

拡大状況を鑑み、残念ながら中止となりました。発

表の場だけでなく、練習においても皆で集まっての音

楽活動が困難な中ではありますが、音楽活動の火を

灯し続けるべく、音楽祭実行委員会では新たな企画

を検討しています。現在企画中の「ココロのあおぞ

ら音楽祭オンライン」は、歌や楽器でそれぞれ同じ

曲を演奏し、録画したものを実行委員会が編集の上、

ひとつの作品を完成しようという試みです。詳細は

続報にて！ぜひ皆様ご参加ください。

【編集後記】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活様式が大きく変わった１年でした。特集「コロナ禍にお

ける活動の変化と取り組み」では、工夫しながらなんとか前に進もうとする皆さんの姿に心打たれまし

た。コロナが１日でも早く収束し、穏やかな生活に戻ることを心から願います。�広報編集委員会委員長

 精神科デイケア

は精神疾患で通

院中の方が再発

予防や就労、復職、

復学など社会参

加を目的として

利用する通所形式のリハビリテーションで、集

団での活動を中心としたリハビリテーションプ

ログラム（以下プログラム）を実施しています。

プログラムには、精神疾患やストレスへの対処

法を学ぶ学習プログラム、社会参加に向けた体

力づくりプログラム、作業能力や集中力向上を

目指した創作・作業プログラムなどがあります。

しかしこれらのプログラムはグループで取り組

むため、昨年からの新型コロナウイルス感染症

対策のために見直しが必要となりました。デイ

ケア内で「感染しない・させない」ために、多

くの施設が様々な対策を実施しています。ここ 

 

 
 
 
 
 

では埼玉県立精神保健福祉センター（以下精神 
保健福祉センター）デイケアや県内の他デイケ

アでの取り組みについてご紹介します。 

１ 精神保健福祉センターデイケアの取り組み 

 精神保健福祉センターのデイケアは、平成２

年に誕生しました。利用期限を設けた『通過型』

『治療訓練型』のデイケアであり、現在は社会

参加コースと復職支援コースの２コースがあり

ます。社会参加コースは２年まで、復職支援コ

ースは１年までの利用期限で各々の目標に向け

てリハビリテーションに取り組みます。陶芸や

革細工、七宝焼などの創作プログラムやパソコ

ンプログラム、音楽、スポーツ、学習プログラ

ムなど様々なプログラムが用意されています。 
＜取り組み①消毒・換気・検温・健康観察＞ 

 消毒や換気、検温を基本とし、利用者には手

洗いの徹底やマスク着用の意義等について日々

アナウンスし、注意喚起をしています。発熱な 
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当協会広報編集委員

　令和 2年 11 月 26 日（木）大宮ソニックシティ

において埼玉県立精神保健福祉センターと共催

で開催しました。今回は、「こだわりを伴う生

きづらさ」に焦点をあて、早川洋先生（こども

の心のケアハウス嵐山学園施設長・精神科医）

をお招きし、嵐山学園での取り組みをとおして、

虐待や発達障害などの背景を抱えたこどもの生

きづらさや、嵐山学園での支援の方法、支援者

がこころがけるポイントなどについてご講演い

ただきました。

　感染症拡大防止の観点から、定員を大幅に制

限した会場参加での受講、当日の講義を録画し

たものを WEB 配信で受講いただく形で実施いた

しましたが、会場での参加は 35 名、WEB では

200 名近くの申し込みをいただき、この領域に

ついて関心の高さを感じました。

　参加者からのアンケートでは、「わかりやす

い内容、構成でよく理解できた。」、「日頃の支

援の振り返りができ、今後に生かしていきた

い。」などとても好評な回答をいただきました。

　最後になりますが、ご多忙の中ご講演いただ

きました早川先生を始め、講演会にご参加いた

だきました皆様にこの場をお借りしまして厚く

御礼申し上げます。
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